
 水質の影響については、平常時の放水路に海水（塩水）が存在することへの驚き、塩害による稲作への影
響、放水路河口への潮止堰の設置の要望、等のご意見が多数寄せられた。その他、水質対策として保倉川
からの分派による放水路内の水の希釈、分派に伴う保倉川の河川流量低下による環境影響に関する懸念

 風の影響については、影響予測、強風への対策に関する説明・協議の要望、等のご意見

 地下水の影響については、地下水位低下・塩水浸透への対策の検討状況の確認、塩水浸透のモニタリング
の要望、地下水の継続利用の可否に関する懸念、等のご意見

関川⽔系河川整備計画変更原案に対する関係住⺠意⾒聴取（パブコメ）
＜海⽔への対応、⾵、地下⽔の影響関係のご意⾒の主な内容＞

清流通信 川ッちゅ！ 第２９号
令和６年１２月２０日

開催日時 ： 令和６年1１月１日（金） １５時～１７時

開催場所 ： リージョンプラザ上越

内 容 ： ●保倉川放水路環境調査検討委員会 規約改正

●前回委員会で頂いたご意見とその対応

●現在までの環境影響項目の現地調査状況

●地元懸念事項に関する現地調査状況

●河川整備計画変更原案の関係住民意見聴取（パブリックコメント）

で頂いたご意見とその対応（海水、風への対応）

●今後の進め方（案）

第３回委員会では、関川水系河川整備計画の変更原案についての関係住民意見聴取

（パブリックコメント）で頂いた環境に関するご意見とその対応、放水路整備に伴う

環境への影響検討のうち、地元懸念事項に対する検討結果及び今後の対応について、

委員よりご意見をいただきました。
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 第３回委員会では、委員より、地元懸念事項に関する現地調査、地域におけるモニタリング
のあり方、海水及び風への対応等についてご意見をいただきました。

環境影響項目および地元懸念事項に関する観測は網羅的に実施されており、
今後も継続して、データを蓄積し、影響検討・評価に活用することが重要である。

放水路整備後は特定外来種等の侵入の可能性も考えられる。環境のモニタリン
グは、地域住民の協力も得ながら、情報やデータを共有することが有用である。

潮止堰を造ると水質悪化の問題があり、放水路内に生息する生物にどのような
影響を与えるかが重要である。

環境影響は数値だけでは分かりにくいため、放水路内の生息生物を想定した上で、
実際に生じ得る現象や影響のイメージを分かりやすく示し、地域に説明する場を設
けながら、丁寧に議論を行うことが重要である。

〒943-0847 新潟県上越市南新町3番56号
TEL 025-521-4540 FAX 025-522-3866
メール takada‐river@hrr.mlit.go.jp

国⼟交通省 ⾼⽥河川国道事務所
担当： 調査第⼀課

【潮⽌め堰あり・なしのイメージ図】

潮止堰を設置しない場合
（現時点の国の想定案）

潮止堰を河口部に設置する場合

イメージ図
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海水（塩水）
（放水路と日本海がつながっている状態）

淡水（潮止堰は閉鎖）
※他の整備事例では放水路内で水利用有り

•放水路周辺への地下水への塩水浸透防止対策が必要

•放水路周辺への飛来塩分の影響について検討が必要

•潮止堰と越流堤の間が閉鎖された環境となるため、

放水路内の淡水の水質予測が必要

洪水時 淡水 淡水（潮止堰は開放）

日日本本海海

保保倉倉川川

日日本本海海

保保倉倉川川

潮⽌堰

 今回は、頂いた意見を踏まえ、「潮止堰を設置する場合」も対象として水質を検討しました。
 「潮止堰を設置しない場合」と「潮止堰を設置する場合」の整備イメージの比較は下記のとおりです。
 「潮止堰を設置する場合」には放水路内への水の流入が限られ、閉鎖的な環境となり、水質が悪化する予測結果と

なりました。

【海⽔（塩⽔）への対応 今後の検討の進め⽅（案）】
第第３３回回 保保倉倉川川放放水水路路環環境境調調査査検検討討委委員員会会
・・環環境境影影響響検検討討項項目目のの予予測測条条件件・・予予測測結結果果

・・前前回回委委員員会会（（令令和和55年年1122月月88日日開開催催））ののごご指指摘摘へへのの対対応応（（風風、、地地下下水水のの影影響響含含むむ））

・・パパブブココメメ意意見見とと意意見見へへのの対対応応（（平平常常時時のの放放水水路路にに海海水水がが存存在在すするるここととへへのの懸懸念念））

潮潮止止堰堰をを設設けけるる場場合合ににおおけけるる、、放放水水路路内内のの水水質質予予測測・・評評価価結結果果
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【第３回保倉川放⽔路環境調査検討委員会 委員の主なご意⾒】

第３回環境調査検
討委員会の資料等
の詳細はこちらの
コードからご確認い
ただけます

今後、最終的な放⽔路の形状、放⽔路河⼝部の施設、保倉川からの分派施設、附帯
施設（橋梁、樋⾨等）等を検討していきます。
この検討の中で、海⽔（塩⽔）への対応についてもさらに検討を進め、「保倉川放
⽔路環境調査検討委員会」よりご意⾒をいただき、地元の皆様へご説明、ご意⾒を
お聴きしてまいります。

※令和5年12⽉時点の放⽔路の概略検討に基づく施設計画の条件での⽔質予測シミュレーション結果
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